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研究成果の概要（和文）： 看護・介護分野における外国人労働者の受入先進国・地域であるシンガポール、台湾、オ
ーストラリア、英国、ドイツ、ノルウェー、カナダで現地調査を実施した。これらの国や地域では中央政府、地方政府
、看護師組合、フィリピンの現地大使館・海外労働事務所、NGOなどを訪問し、関係者からの聴き取り、「ケア移民」
を対象とする配布票調査などを実施した。
　その結果、応募者のスクリーン段階における言語能力基準の確立、受入れ後の適応プログラムや訓練コースの整備、
看護師組合、NGOなどによる民間支援など、東南アジア諸国との経済連携協定（EPA）に基づく日本のケア移民受入れの
参考にもなる、官民の様々な取り組みが確認された。

研究成果の概要（英文）： The reseacher has conducted field surveys related to migrant nurses and 
careworkers in Singapore, Taiwan, Australia, U.K., Germany, Norway and Canada, which have rich 
experiences to receive a number of "care migrants" for a long time. In those countries and area, he 
visited varios offices of central governments,local governments, Philippine emabassies, nurse unions, 
NGOs and others in order to interview many informants and conduct questionnare surveys.
 As a result, he found established policies and programs in the stage of screening of foreign applicants 
by language ability and adaptation in receiving countries and some provinces, and so forth. He also 
observed various assistant programs administered by nurse unions, NGOs and other private sectors.
 Those policies and programs are quite relavent to Japan's programs to receive migrant nuses and 
careworkers from Southeast Asian countries under the Economic Partnership Agreements(EPAs). 　
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１． 研究開始当初の背景 

(1) 本研究に関わるケアのグローバル化

やケア労働者の国際移動について、研究

の蓄積は限定的であった。グローバルな

ケアの連鎖を看護にも広げて論じたもの

では、Nicola Yeates,2009, Globalizing 

Care Economies and Migrant Workers 

(2009), John Connell, Migration and 

the Globalization of Health Care(2010) 

などが英語圏で刊行されていた。日本国

内の研究は、介護労働との境界があいま

いな家事労働者や、在日外国人高齢者ケ

アを研究対象とする社会学的アプローチ

の論文が目立ち、ジェンダー研究の観点

から、ケア労働者の国際移動現象を途上

国の女性に犠牲を強いる「国際的な不平

等レジーム」「再生産労働の国際商品化」

などと、批判的に論じたものも多い。 

(2) 一方、経済連携協定（EPA）の取り決

めに従って来日のインドネシア人とフィ

リピン人介護・看護労働者や、受け入れ

の病院・介護施設に関する包括的研究は、

本研究応募者が代表を務めた九州大学の

学際共同研究チームが 2008 年度以降、送

出国や日本全国で実施し、その成果を発

表している。そこでは、インドネシア人・

フィリピン人候補者の属性、日本就労の

動機などの相違や、受入病院と介護施設

間の日本語学習や国家試験対策の取り組

み、候補者に対する評価の相違点などを

明らかにした。さらに、外国人労働者、

受入病院・施設とも、EPA 制度の不備を

感じとり、国家試験対策などにおける政

府の役割、日本や送出国での研修のあり

方など、制度やその運用に様々な改善の

余地があることも明らかにした。 

(3）本研究応募者は、EPA 制度の問題点

の解明調査を経て、国際的視野から日本

の外国人看護・介護労働者の受け入れ制

度を再構築する必要性を痛感した。その

ためには、これまで多数の外国人看護・

介護労働者受け入れの歴史を持つ先進諸

国における政策や実態の最新の動向を究

明しようと考えた。 
 
２． 研究の目的 
(1) 日本と東南アジア諸国間の EPA での

取り決めに従ってインドネシアとフィリピ

ンから看護・介護労働者の日本受け入れが

2008年度より始まった。しかし、雇用した

病院や介護施設は、職場における国家資格

試験の対策、日本語教育などが大きな負担

となっており、2010年度には受入希望の病

院や介護施設が激減した。 

(2)本研究は、高齢化と人口減少が進む日本

で介護・看護分野における外国人受け入れ

問題は今後さらに大きな課題になるとの予

測から、欧米、アジアなど海外の外国人ケ

ア労働者受入先駆諸国の政策の比較研究を

進め、各国の対応を明らかにする。それと

ともに、グローバルな視野から日本型の受

け入れモデルを模索した。 
 
３． 研究の方法 
(1)2011 年度から 2014 年度にかけて、看護・

介護分野における外国人労働者（移民）の受

入先進国・地域であるシンガポール、オース

トラリア、英国、ドイツ、ノルウェー、台湾、

カナダで順次、現地調査を実施した。これら

の国々では中央政府、地方政府、看護師組合、

介護士の扶助団体、主要送出国フィリピンの

現地大使館・海外労働事務所、NGO などを訪

問し、キーインフォーマントからの聴き取り

調査を実施した。 

(2)カナダでの調査では、バンクーバー、ト

ロント、ウィニペグの各都市において「ケア

移民」を対象とする配布票調査も実施した。 

 

４．研究成果 

 各国・地域での調査で、移民看護師・介護

士の受入れ先進国・地域において以下のよう



な傾向が確認された。 

(1)高齢化が進む欧米・アジア太平洋の先進

国では、看護・介護職の不足が深刻化し、あ

る一定割合は外国人労働力に依存している。 

(2)看護師は、各国で「skilled worker」と

位置づけられ、受入国の国家資格の取得が求

められている。また、職務上の必然性から、

受入国の高度な言語能力が必要とされてい

る。英国、豪州、カナダでは、英語試験の IELTS

で 7.0 を上回る条件が課されている。ドイツ

では、ドイツ語試験の「B１レベル」以上の

合格が求められるが、1レベル下の「B2 レベ

ル」以上にしている州もある。 

ノルウェーでは、移民技能労働者は就業の

際、民間試験の「ベルゲン・テスト」の受験

が求められるが、雇用主がそのスコアで雇用

か否かの判断をしている。 

カナダでは、人手不足が深刻な内陸のマニ

トバ州などが「provincial nominee program」

を導入し、看護師はじめ州が定める特定職種

について独自の移民受入れ推進策を実施し

ている。オーストラリアのパースなどでは、

移民看護師に対して追加教育をする

「bridging program」が実施されている。そ

の内容は、大学・専門学校・病院など実施主

体によって異なっている。 

(3)「准看護師」は、移民が比較的早期に得

やすい職業資格として、シンガポール、オー

ストラリアなどで活用されている。 

(4)介護職は「semi-skilled」、あるいは

「low-skilled」と位置づけられ、看護師ほ

ど高い言語能力や専門性は要求されていな

い。高齢者介護の外国人労働者を近隣諸国か

ら多数受け入れているシンガポールや台湾

では、自国民の労働者とは賃金など労働条件

が相当に異なる「二重基準」の労働市場が形

成されている。 

 カナダでは、介護・家事労働者の不足を補

うため、連邦政府のプログラム「Live-in Care 

Program(LCP)」のもと、フィリピン人を中心

に多数の移民労働者を受け入れてきた。受け

入れ家庭内での人権問題の多発を受けて「住

み込み」義務は 2014 年に廃止されたが、こ

のプログラムでの入国移民に対する永住権

付与枠の設定が、フィリピン人労働者らの反

発を招いている。 

(5)ニューカマーは、受入国での社会的上昇

を目指し、介護職を「エントリー・ポイント」

として活用する傾向がある。このため、欧

米・オーストラリアなどでは介護労働現場の

「有色人種化」が顕著になっている。 

(6)受入国の言語の能力は通常、受入れ審査

段階でスクリーンされる。 東欧諸国やフィ

リピンから看護師候補者を試行的に受け入

れる「トリプル・ウィン・プログラム（Triple 

Win Program）」を始めたドイツと、EPA の枠

内で受入れを進める日本は、受入国の当局が

送出国で自国の言語能力向上に予算を費や

す、例外的な国である。 

(7)海外から看護師受け入れの長い歴史があ

る英国、カナダなどでは、看護師の組合が移

民看護師向けの相談員を置いたり、適応プロ

グラムなどを準備し、支援態勢を整えている。 

住み込みの外国人介護・家事労働者の人権

問題が深刻化した台湾では、地方自治体によ

る多言語対応の相談窓口の設置、NGO による

法案整備運動など、外国人労働者に対する権

利擁護活動が活発化している。 

上記のような民間や地方自治体の取り組

みは、今後さらに多くの外国人看護師・介護

士を受け入れる日本にとっても参考になる、 
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